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科目の目標 

身近な生命現象について、考えて理解を深める。 

また、普段身の回りで起こる生命現象を生物の授業で学習した知識を活用し、生物学的にものごとを捉えることができるよう

になる。 

生物に興味を持てるような授業を行い、実験やグループワークを行うことで、世の中の生物学の進歩を実感できるようになる。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

自然現象、生命現象について、基本

的な知識を身に付けている。基本的

な実験・観察の操作について理解

し、場合に応じて適切な実験を選

び、実施することができる。 

自然現象、生命現象について、科学

的な見方、考え方でとらえ、問題を

見いだせる。自然現象、生命現象に

ついて考察し、的確に表現できる。 

自然現象、生命現象について、関心

をもち、意欲的にそれらを考察する

力、科学的態度を身に付ける。 

評価の方法 

定期考査 

小テスト など 

 

定期考査 

実験レポート など 

課題への取り組み 

リフレクション問題への取り組み 

など 

 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 

期 

第 1 章 第 1 節 生命の起源と生物の進化 16 定期考査 

小テスト 

授業プリント 

リフレクション など 

第 1 章 第 2 節 遺伝子の変化と多様性 

第 1 章 第 3 節 遺伝子の組み合わせの変化 

第 1 章 第 4 節 進化のしくみ 

第 1 章 第 5 節 生物の系統と進化 

第 1 章 第 6 節 人類の系統と進化 

  

２ 
学 

期 

第 2 章 第 1 節 生体物質と細胞 12 

第 2 章 第 2 節 タンパク質と構造の性質 

第 2 章 第 3 節 化学反応に関わるタンパク質 

第 2 章 第 4 節 膜輸送や情報伝達にかかわるタンパク質 

第 3 章 第 1 節 代謝とエネルギー 8 

第 3 章 第 2 節 呼吸と発酵 

  

３ 

学 

期 

第 4 章 第 1 節 DNA の構造と複製 12 

第 4 章 第 2 節 遺伝情報の発現 

第 4 章 第 3 節 遺伝子の調節発現 

  

 


